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(57)【要約】
【課題】ジャム等による破損原稿を読み取る際の出力画
像の画質低下を抑制することが可能な画像読取装置およ
びプログラムを提供すること。
【解決手段】複合機１００は，用紙に画像を印刷する画
像形成部１０と，原稿の画像を読み取る画像読取部２０
とを備えている。画像読取部２０は，原稿の画像を読み
取るイメージセンサと，原稿を自動搬送するＡＤＦとを
備え，読み取られた画像データを画質補正する機能を有
している。さらに，画像読取部２０は，ジャム等の搬送
不良によって自動搬送を停止させた際，搬送再開直後に
読み取る原稿をジャム原稿に見做し決定する。そして，
画像データを補正する際には，ジャム原稿とそれ以外の
原稿とで異なる補正条件を設定する。すなわち，ジャム
原稿には，ジャム原稿用の補正条件を設定する。
【選択図】　　　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿の画像を読み取る読取手段と，
　前記読取手段によって読み取られた画像データに対して所定の補正条件で画像処理を行
う画像処理手段と，
　読み取り対象の原稿が，破損した原稿（破損原稿）であることを決定する破損原稿決定
手段と，
　前記破損原稿決定手段にて破損原稿であることが決定された場合に，前記画像処理手段
に対して，破損原稿以外の原稿の補正条件とは異なる補正条件である破損原稿用の補正条
件を設定する補正条件設定手段とを備えることを特徴とする画像読取装置。
【請求項２】
請求項１に記載する画像読取装置において，
　前記読取手段の読取位置に原稿を搬送する搬送手段と，
　前記搬送手段による搬送中に搬送不良が生じたことを検知し，原稿の搬送を中止する中
止手段とを備え，
　前記破損原稿決定手段は，前記中止手段による搬送中止が解除された後に最初に読み取
られる原稿を破損原稿に決定することを特徴とする画像読取装置。
【請求項３】
請求項２に記載する画像読取装置において，
　前記中止手段によって原稿の搬送が中止された場合に，ユーザに対して原稿の読み取り
を再開するか否かを問い合わせる問い合わせ手段を備え，
　前記問い合わせ手段による問い合わせに対し，読み取り再開の指示が検出された場合に
，前記破損原稿決定手段は読み取り対象の原稿を破損原稿に決定することを特徴とする画
像読取装置。
【請求項４】
請求項１から請求項３のいずれか１つに記載する画像読取装置において，
　破損原稿の枚数を取得する枚数取得手段を備え，
　前記破損原稿決定手段は，前記枚数取得手段が取得した枚数分の原稿を破損原稿に決定
することを特徴とする画像読取装置。
【請求項５】
請求項１から請求項４のいずれか１つに記載する画像読取装置において，
　破損原稿の破損の程度を示す破損レベルを取得するレベル取得手段を備え，
　前記補正条件設定手段は，前記破損レベルに応じた複数の補正条件を有し，前記レベル
取得手段にて取得された破損レベルに対応する補正条件を設定することを特徴とする画像
読取装置。
【請求項６】
請求項１から請求項５のいずれか１つに記載する画像読取装置において，
　前記補正条件設定手段は，原稿の種別に応じた複数の補正条件を有し，当該種別に対応
する補正条件を設定することを特徴とする画像読取装置。
【請求項７】
画像読取装置を，
　原稿の画像を読み取る読取手段と，
　前記読取手段によって読み取られた画像データに対して所定の補正条件で画像処理を行
う画像処理手段と，
　読み取り対象の原稿が，破損原稿であることを決定する破損原稿決定手段と，
　前記破損原稿決定手段にて破損原稿であることが決定された場合に，前記画像処理手段
に対して，破損原稿以外の原稿の補正条件とは異なる補正条件を設定する補正条件設定手
段として機能させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は，原稿の画像を読み取る画像読取装置およびプログラムに関する。さらに詳細
には，読み取った原稿の画像データを所定の条件で補正することが可能な画像読取装置お
よびプログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から，複数の原稿の自動読み取りに供するＡＤＦ（Auto Document Feeder：自動原
稿搬送装置）を搭載する画像読取装置がある。ＡＤＦでは，原稿トレイに載置された原稿
が１枚ずつ順に原稿読取位置に向けて搬送される。各原稿は，ＡＤＦ内を移動し，原稿読
取位置でスキャナによって読み取られ，排紙トレイへと搬送される。読み取られた画像デ
ータには，画質補正等を目的とした画像処理が適宜行われる。
【０００３】
　ＡＤＦでは，紙詰まり（いわゆるジャム）等によって原稿の搬送を中止することがある
。その際，ＡＤＦは，原稿の搬送を中止した後，メッセージ表示等によってジャムが生じ
たことをユーザに報知する。ジャムが生じた後の処理としては，例えば特許文献１に，読
み取った原稿の枚数に応じ，原稿トレイに所定の原稿をセットするように報知する処理が
開示されている。
【特許文献１】特開平９－１８６４３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら，前記した従来の画像読取装置は，次のような問題があった。すなわち，
ジャムが発生した原稿には，紙の折れ曲がりや皺等の破損が生じることが多い。一方で，
従来の画像読取装置では，原稿の状態に関係なく，破損した原稿（破損原稿）であっても
そうでない原稿であっても同じ条件で画像処理を行っている。そのため，破損原稿を読み
取ると，折れ曲がり部分や皺部分が強調されて黒い線となって現れることがあり，画質を
著しく低下させる。なお，状態が悪い原稿の読み取りは，ジャムの発生時に限ったことで
はない。例えば，原稿の持ち運び時に破損した場合や，原稿の紙質がもともと悪い場合が
該当する。
【０００５】
　本発明は，前記した従来の画像読取装置が有する問題点を解決するためになされたもの
である。すなわちその課題とするところは，ジャム等による破損原稿を読み取る際の出力
画像の画質低下を抑制することが可能な画像読取装置およびプログラムを提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この課題の解決を目的としてなされた画像読取装置は，原稿の画像を読み取る読取手段
と，読取手段によって読み取られた画像データに対して所定の補正条件で画像処理を行う
画像処理手段と，読み取り対象の原稿が，破損原稿であることを決定する破損原稿決定手
段と，破損原稿決定手段にて破損原稿であることが決定された場合に，画像処理手段に対
して，破損原稿以外の原稿の補正条件とは異なる補正条件である破損原稿用の補正条件を
設定する補正条件設定手段とを備えることを特徴としている。
【０００７】
　本発明の画像読取装置は，読み取られた画像データを補正する機能を有している。さら
に，破損原稿決定手段によって原稿が破損原稿であるか否かを決定し，補正条件設定手段
によって破損原稿とそれ以外の原稿とで異なる補正条件を設定している。破損原稿決定手
段の決定方法としては，所定の条件を満たす原稿（例えば，ＡＤＦ方式による原稿の読み
取り中，ジャム等の搬送不良によって原稿の搬送を中止した際，搬送再開直後に読み取る
原稿）を自動的に破損原稿に決定してもよいし，ユーザの手動入力によって所望の原稿を
破損原稿に決定してもよい。
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【０００８】
　すなわち，本発明の画像読取装置は，破損原稿であることの決定が可能であり，読み取
り対象の原稿が破損原稿であるか否かを区別する。さらに，補正条件として，破損原稿用
の補正条件とそれ以外の原稿（例えば通常の原稿）の補正条件の選択が可能である。そし
て，読み取り対象の原稿が破損原稿であれば，破損原稿用の補正条件にて画像処理を行う
。これにより，破損原稿において，画質に与える破損の影響を抑えることができる。
【０００９】
　また，本発明の画像読取装置は，読取手段の読取位置に原稿を搬送する搬送手段と，搬
送手段による搬送中に搬送不良が生じたことを検知し，原稿の搬送を中止する中止手段と
を備え，破損原稿決定手段は，中止手段による搬送中止が解除された後に最初に読み取ら
れる原稿を破損原稿に決定するとよりよい。すなわち，ＡＤＦ等の搬送手段を備える装置
では，ジャム等の搬送不良による原稿破損が懸念される。さらに，搬送再開後の最初の読
み取りで，破損原稿の読み取りが行われることが多い。そこで，搬送再開直後の原稿を破
損原稿に決定し，その破損原稿に対して破損原稿用の補正条件で画像処理することで，良
質な出力画像が得られる。
【００１０】
　また，上記の画像読取装置は，中止手段によって原稿の搬送が中止された場合に，ユー
ザに対して原稿の読み取りを再開するか否かを問い合わせる問い合わせ手段を備え，問い
合わせ手段による問い合わせに対し，読み取り再開の指示が検出された場合に，破損原稿
決定手段は読み取り対象の原稿を破損原稿に決定するとよりよい。すなわち，原稿の搬送
が中止された際に，ユーザに画像読み取りを再開するかを問い合わせ，ジョブの続行とジ
ョブのキャンセルとを選択可能にする。これにより，ユーザの利便性が向上する。
【００１１】
　また，本発明の画像読取装置は，破損原稿の枚数を取得する枚数取得手段を備え，破損
原稿決定手段は，枚数取得手段が取得した枚数分の原稿を破損原稿に決定するとよりよい
。すなわち，破損原稿の枚数を設定可能にすることで，複数の原稿が破損したとしても，
破損原稿の枚数分の適切な画像処理を行うことができる。
【００１２】
　また，本発明の画像読取装置は，破損原稿の破損の程度を示す破損レベルを取得するレ
ベル取得手段を備え，補正条件設定手段は，破損レベルに応じた複数の補正条件を有し，
レベル取得手段にて取得された破損レベルに対応する補正条件を設定するとよりよい。す
なわち，破損原稿の破損レベルを取得することで，破損レベルに応じて補正に強弱を付け
ることが可能になる。そのため，より適切な画像処理が可能になる。
【００１３】
　また，本発明の画像読取装置の補正条件設定手段は，原稿の種別に応じた複数の補正条
件を有し，当該種別に対応する補正条件を設定するとよりよい。すなわち，原稿の種別（
文字，写真等）ごとに複数の補正条件を設けることで，破損原稿の原稿種別に応じて補正
内容を変更することが可能になる。そのため，より適切な画像処理が可能になる。
【００１４】
　また，本発明は，画像読取装置を，原稿の画像を読み取る読取手段と，読取手段によっ
て読み取られた画像データに対して所定の補正条件で画像処理を行う画像処理手段と，読
み取り対象の原稿が，破損原稿であることを決定する破損原稿決定手段と，破損原稿決定
手段にて破損原稿であることが決定された場合に，画像処理手段に対して，破損原稿以外
の原稿の補正条件とは異なる補正条件を設定する補正条件設定手段として機能させること
を特徴とするプログラムを含んでいる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば，ジャム等による破損原稿を読み取る際の出力画像の画質低下を抑制す
ることが可能な画像読取装置およびプログラムが実現している。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１６】
　以下，本発明にかかる画像読取装置を具体化した実施の形態について，添付図面を参照
しつつ詳細に説明する。本形態は，スキャナ機能，プリント機能，およびＦＡＸ送受信機
能を備えた複合機に本発明を適用したものである。
【００１７】
　［複合機の構成］
　本形態の複合機１００は，図１に示すように，用紙に画像を印刷する画像形成部１０と
，原稿の画像を読み取る画像読取部２０とを備えている。なお，画像形成部１０の画像形
成方式は，電子写真方式であっても，インクジェット方式であってもよい。また，カラー
画像の形成が可能であっても，モノクロ画像専用であってもよい。
【００１８】
　画像読取部２０には，前面側に，各種のボタン（例えば，スタートキー，ストップキー
，テンキーの各ボタン）によって構成されるボタン群４１，液晶ディスプレイからなる表
示部４０，ＵＳＢインターフェース３７等を備えた操作パネルが設けられている。このボ
タン群４１や表示部４０により，動作状況の表示やユーザによる操作の入力が可能になっ
ている。
【００１９】
　　［画像読取部の構成］
　画像読取部２０は，図２に示すように，原稿（例えば図２中の原稿Ｓ）の画像の読み取
りを行うスキャナ部２１と，原稿の自動搬送を行うＡＤＦ（Auto Document Feeder：自動
原稿供給装置，搬送手段の一例）２２とを備えている。ＡＤＦ２２本体は，スキャナ部２
１の上面端部に設けられた支持部（不図示）によって回動可能に支持され，スキャナ部２
１の上面を覆うカバー部材を兼ねる。スキャナ部２１は，その上面に位置する２枚の透明
なプラテンガラス２３，２４と，その内部に位置するイメージセンサ２５（読取手段の一
例）とを備えている。
【００２０】
　ＡＤＦ２２は，読み取り前の原稿を載置する原稿トレイ２２１と，読み取り後の原稿を
載置する排出トレイ２２２とを備えている。具体的に，原稿トレイ２２１は，排出トレイ
２２２の上方に配設されている。また，ＡＤＦ２２の内部には，原稿トレイ２２１と排出
トレイ２２２とを連結する搬送路２２３が設けられている。ＡＤＦ２２は，原稿トレイ２
２１に載置された原稿を１枚ずつ取り出し，その原稿をプラテンガラス２３（以下，「Ａ
ＤＦガラス２３」とする）に対向する位置に搬送する。その後，その原稿を排出トレイ２
２２上に排出する。
【００２１】
　原稿の読取方式としては，フラットベッド（原稿固定走査）方式と，ＡＤＦ（原稿移動
走査）方式とがある。フラットベッド方式の場合，原稿を１枚ずつプラテンガラス２４（
以下，「ＦＢガラス２４」とする）上に載置する。その状態で，イメージセンサ２５が副
走査方向（主走査方向に直交方向，図２の矢印Ａ方向）に移動し，その際に主走査方向に
１ラインずつ原稿の画像が読み取られる。一方，ＡＤＦ方式の場合，原稿を纏めて原稿ト
レイ２２１に載置する。そして，イメージセンサ２５がＡＤＦガラス２３に対向する位置
に移動し，固定される。その状態で，原稿がＡＤＦガラス２３に対向する位置に搬送され
，その際に主走査方向に１ラインずつ原稿の画像が読み取られる。
【００２２】
　また，ＡＤＦ２２は，原稿の搬入口の周辺に位置し，搬入口に存在する原稿を検出する
原稿センサ２８と，ＡＤＦ２２を回動させる支持部（不図示）に隣接し，ＡＤＦ２２の開
放状態を検出する開閉センサ２９とを備えている。原稿センサ２８は，原稿トレイ２２１
に原稿が載置されているか否かの判断に供する。開閉センサ２９は，ＡＤＦ２２がＦＢガ
ラス２４をカバーしているか否かの判断に供する。
【００２３】
　［複合機の電気的構成］
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　続いて，複合機１００の電気的構成について説明する。複合機１００は，図３に示すよ
うに，ＣＰＵ３１と，ＲＯＭ３２と，ＲＡＭ３３と，ＮＶＲＡＭ３４と，ＡＳＩＣ３５と
，ネットワークインタフェース３６と，ＵＳＢインターフェース３７と，ＦＡＸインタフ
ェース３８とを備えた制御装置３０を有している。
【００２４】
　ＲＯＭ３２には，複合機１００を制御するための各種制御プログラムや画像処理プログ
ラム，各種設定，初期値等が記憶されている。ＲＡＭ３３は，各種制御プログラムが読み
出される作業領域として，あるいは画像データを一時的に記憶する記憶領域として利用さ
れる。
【００２５】
　ＡＳＩＣ３５は，画像形成部１０，画像読取部２０，表示部４０，ボタン群４１等と電
気的に接続されている。例えば，ＡＳＩＣ３５は，画像読取部２０から画像データの信号
を取得する。また，画像形成部１０へ所望の画像を作成するための信号を出力する。また
，ボタン群４１に入力される各種ボタンの信号を受け付ける。また，表示部４０に表示す
る内容の信号を出力する。
【００２６】
　ＣＰＵ３１は，ＲＯＭ３２から読み出した制御プログラムに従って，その処理結果をＲ
ＡＭ３３またはＮＶＲＡＭ３４に記憶させながら，ＡＳＩＣ３５を介して複合機１００の
各構成要素を制御する。また，ＣＰＵ３１は，ＲＯＭ３２から読み出した画像処理プログ
ラムに従って，画像読取部２０から得られる画像データに画像処理を施す。
【００２７】
　ネットワークインタフェース３６には，情報機器が接続され，このネットワークインタ
フェース３６を介して相互のデータ通信が可能になっている。また，ＦＡＸインタフェー
ス３８は，電話回線に接続され，このＦＡＸインタフェース３８を介して外部のＦＡＸ装
置等とデータ通信が可能になっている。
【００２８】
　［複合機のスキャン処理］
　続いて，複写機１００にてコピー動作を行う際の，原稿の画像を読み取るスキャン処理
（画像処理手段，破損原稿決定手段，補正条件設定手段，中止手段，問い合わせ手段，枚
数取得手段，レベル取得手段の一例）の手順について，図４，図５および図６のフローチ
ャートを参照しつつ説明する。
【００２９】
　まず，コピー部数，画質，倍率，給紙トレイ，各種のモードの設定等の入力を受け付け
る（Ｓ１０１）。表示部４０には，例えば図７に示すように，各種の設定内容を表示し，
ボタン群４１を操作することによって各種設定の入力を受け付ける。そして，コピー開始
のトリガであるスタートキーの入力を受け付ける（Ｓ１０２）。ユーザは，スタートキー
の入力までに原稿をＡＤＦ２２の原稿トレイ２２１にセットする。
【００３０】
　その後，ユーザがスタートキーを押下することで，ＡＤＦ２２による原稿の自動搬送を
開始する（Ｓ１０３）。そして，１枚ずつ自動搬送される原稿をイメージセンサ２５によ
って読み取る（Ｓ１０４）。具体的には，スタートキーの押下を契機にイメージセンサ２
５がＡＤＦガラス２３の直下の位置に移動する。その後，原稿が１枚ずつ搬送路２２３内
に搬送され，ＡＤＦガラス２３上を通過する際にイメージセンサ２５によってその原稿の
画像が読み取られる。さらに，読み取られた画像データには，画像処理が適宜行われる。
なお，原稿の正常読み取り中は，例えば図８に示すように，コピー動作中（あるいはスキ
ャン動作中）であることを表示部４０に表示する。
【００３１】
　次に，搬送中の原稿にジャムが発生したか否かを判断する（Ｓ１０５）。ジャムが発生
していなければ（Ｓ１０５：ＮＯ），次の原稿があるか否かを判断する（Ｓ１５１）。原
稿の有無は，原稿センサ２８からの信号を基に判断する。次の原稿があれば（Ｓ１５１：
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ＹＥＳ），Ｓ１０４の処理に戻ってその原稿の画像を読み取る。次の原稿がなければ（Ｓ
１５１：ＮＯ），本処理を終了する。
【００３２】
　一方，ジャムが発生した場合には（Ｓ１０５：ＹＥＳ），原稿の自動搬送を中止し，ジ
ャムが発生したことをユーザに通知する（Ｓ１０６）。例えば図９に示すように，表示部
４０にジャムが発生した旨を表示する。その他，音声メッセージや警告音によって通知し
てもよい。
【００３３】
　次に，ユーザによってストップキーが押下されるまで待機する（Ｓ１０７）。ユーザは
，ジャムの原因となった原稿（以下，「ジャム原稿」とする）を取り除き，ストップキー
を押下する。ストップキーの押下を検知すると（Ｓ１０７：ＹＥＳ），原稿の初期化搬送
を行う（Ｓ１０８）。具体的に初期化搬送では，ＡＤＦ２２内に取り残された，読み取り
前の原稿を排出トレイ２２２に排紙する。
【００３４】
　次に，図５のフローチャートに移行し，ユーザに対して原稿の読み取り再開の是非を問
い合わせる（Ｓ１０９）。例えば図１０に示すようなメッセージを表示部４０に表示し，
スタートキーをジョブの続行のトリガとし，ストップキーをジョブの中止のトリガとする
。そして，スタートキーの押下（Ｓ１１０）あるいはストップキーの押下（Ｓ１５３）が
あるまで待機する。
【００３５】
　そして，ストップキーが押下された場合には（Ｓ１５３：ＹＥＳ），本処理を終了し，
コピー動作をキャンセルする。すなわち，ジャム発生前に読み取った画像データをメモリ
から消去する。これにより，スキャン処理を始めからやり直すことができる。スタートキ
ーが押下された場合には（Ｓ１１０：ＹＥＳ），Ｓ１１１の処理に移行して原稿の読取を
再開する。ユーザは，ジャム原稿を先頭ページとして，スタートキーの入力までに原稿を
ＡＤＦ２２の原稿トレイ２２１にセットする。
【００３６】
　本スキャン処理では，搬送再開直後に読み取られる原稿をジャム原稿にみなし決定する
。そこで，原稿の読取を再開すると，まず，ジャム原稿の枚数をユーザに問い合わせる（
Ｓ１１１）。すなわち，１回のジャムで破損する原稿は１枚とは限らない。そこで，破損
した原稿の枚数を設定する。例えば図１１に示すようなメッセージを表示部４０に表示し
，ボタン群４１のテンキーによる枚数の入力を受け付ける（Ｓ１１２）。
【００３７】
　次に，ジャム原稿の画像データを画質補正する際の，補正強度をユーザに問い合わせる
（Ｓ１１４）。すなわち，原稿の破損の程度（破損レベル）は，ジャムの程度によって異
なる。そこで，原稿の破損レベルに応じた画質補正が行えるように補正の度合いを示す補
正強度を設定する。例えば図１２に示すように，補正強度として，「弱く」と「強く」と
を設け，補正自体を行わない「補正しない」との３つの選択肢の中から１つの選択を受け
付ける（Ｓ１１４）。補正強度を設定した後，ＡＤＦ２２による原稿の搬送を開始する（
Ｓ１１５）。なお，ジャム原稿の枚数の設定と補正強度の設定の順序は逆であってもよい
。
【００３８】
　次に，図６のフローチャートに移行し，１枚ずつ自動搬送されるジャム原稿をイメージ
センサ２５によって読み取る（Ｓ１１６）。そして，Ｓ１１４の処理で設定された補正強
度に従って，読み取った画像データを補正する（Ｓ１１７）。すなわち，ジャム原稿にみ
なし決定された原稿に対してジャム原稿用の画質補正を行う。
【００３９】
　ここで，Ｓ１１７の処理の画質補正について説明する。図１３は，原稿種類別の補正内
容を示している。本補正処理では，原稿種類を区別し，原稿種類に応じた画質補正を行う
。具体的には，原稿種類として，主として文字によって構成される「文字原稿」と，主と
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して写真によって構成される「写真」とを設ける。そして，原稿内を，文字原稿の領域と
写真の領域とに区別する。
【００４０】
　「文字原稿」および「写真」の共通の補正処理としては，薄い灰色を白に補正するガン
マ補正がある。図１４は，本形態のガンマ補正の入力値と出力値との関係を示している。
すなわち，ジャム原稿用のガンマ補正では，通常の原稿のガンマ補正（図１４中の実線）
と比較して，出力値をより白に近づける処理を行う。そして，補正強度が強いほど，白に
近づける度合いを大きくする。なお，原稿種類が写真の場合，階調の保存を優先して文字
原稿よりも白に近づける度合いを小さくする。
【００４１】
　また，ジャム原稿の皺部分や折れ曲がり部分をエッジとして認識しないようにするため
，エッジ検出閾値を大きくする。エッジ検出では，例えば図１５（水平方向），図１６（
垂直方向）に示すような一般的なフィルタを利用する。エッジ検出では，注目画素（中心
の画素）とその８方向の近傍画素にフィルタを適用した画素値が，エッジ検出閾値以上の
場合にはエッジと判定し，エッジ検出閾値よりも小さい場合にはエッジでないと判定する
。そのため，エッジ検出閾値を大きくすると，エッジと判定され難くなる。すなわち，エ
ッジ検出閾値を大きくすることで，ジャム原稿の折れ曲がり部分等がエッジと検出され難
くなり，誤った強調がかかり難くなる。なお，フィルタの係数を変更したり，近傍画素数
を増やすことで，エッジ検出の強弱を調整してもよい。
【００４２】
　また，原稿種類が「文字原稿」の補正処理の特徴としては，２値化閾値を小さくするこ
とが挙げられる。すなわち，補正強度が強いほど，２値化閾値を小さくする。２値化閾値
を小さくすることで，薄い灰色を白に判定し易くなる。これにより，ジャム原稿の折れ曲
がり部分等を白に近づけて目立たなくすることができる。原稿種類が写真の場合は，階調
の保存を優先するため，２値化閾値を変更しない。
【００４３】
　一方，原稿種類が「写真」の補正処理の特徴としては，エッジ部に平滑フィルタをかけ
る点が挙げられる。すなわち，エッジ部に平滑フィルタをかけることで，ジャム原稿の折
れ曲がり部分等を目立たなくする。通常の画像処理における強調／平滑フィルタ処理とし
ては，エッジ検出結果を基に，文字原稿の領域ではエッジ部に強調フィルタをかけ，写真
の領域ではエッジ以外の部分に平滑フィルタをかける。そして，強調フィルタとしては，
例えば図１７（強調－弱），図１８（強調－強）に示すような一般的なフィルタを利用す
る。また，平滑フィルタとしては，例えば図１９（平滑－弱），図２０（平滑－強）に示
すような一般的なフィルタを利用する。原稿種類が文字原稿の場合は，エッジの強調を優
先して，強調フィルタをかける。ただし，ジャム原稿用の補正強度を強くするほど，エッ
ジの強調度合いを弱くする。
【００４４】
　スキャン処理の説明に戻り，Ｓ１１７の画像補正後は，搬送中の原稿にジャムが発生し
たか否かを判断する（Ｓ１１８）。ジャムが発生していれば（Ｓ１１８：ＹＥＳ），Ｓ１
０６の処理に戻り，ジャム発生時の処理を繰り返す。ジャムが発生していなければ（Ｓ１
１８：ＮＯ），Ｓ１１２の処理で設定されたジャム原稿の枚数分の読み取りが終了したか
否かを判断する（Ｓ１１９）。設定枚数分の読み取りが終了していなければ（Ｓ１１９：
ＮＯ），Ｓ１１６の処理に戻ってジャム原稿の読み取りを繰り返す。一方，設定枚数分の
読み取りが終了していれば（Ｓ１１９：ＹＥＳ），Ｓ１２０以降の通常の原稿の読み取り
処理に移行する。
【００４５】
　通常の原稿の読み取り処理では，次の原稿があるか否かを判断する（Ｓ１２０）。すな
わち，原稿トレイ２２１に原稿が残っているか否かを判断する。次の原稿がなければ（Ｓ
１２０：ＮＯ），本処理を終了する。次の原稿があれば（Ｓ１２０：ＹＥＳ），その原稿
の画像を読み取る（Ｓ１２１）。そして，搬送中の原稿にジャムが発生したか否かを判断
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する（Ｓ１２２）。ジャムが発生していなければ（Ｓ１２２：ＮＯ），Ｓ１２０の処理に
戻り，残りの原稿のスキャン処理を繰り返す。ジャムが発生していれば（Ｓ１２２：ＹＥ
Ｓ），Ｓ１０６の処理に戻り，ジャム発生時の処理を繰り返す。
【００４６】
　上述したスキャン処理の終了後は，読み取った画像データあるいは画像処理後の画像デ
ータを基に用紙等に画像を形成する画像形成処理に移行する。なお，画像形成処理につい
ては，従来と同様の処理であるため説明を省略する。
【００４７】
　以上詳細に説明したように本形態の複合機１００では，ジャムによってＡＤＦ２２の自
動搬送を中止した際，搬送再開直後に読み取る原稿を破損原稿に決定している。さらに，
補正条件として，通常原稿用の補正条件と破損原稿用の補正条件とを有している。そして
，複合機１００は，読み取り対象の原稿がジャム原稿であれば，ジャム原稿用の補正条件
にて画像処理を行っている。これにより，ジャム原稿において，画質に与える破損の影響
を抑えることができる。
【００４８】
　また，搬送再開時にはジャム原稿の枚数を設定し，設定枚数分の原稿に対してジャム原
稿用の画像処理を行っている。すなわち，複数の原稿が破損したとしても，ジャム原稿の
枚数分の適切な画像処理を行っている。
【００４９】
　また，搬送再開時には補正強度を設定し，破損レベルに応じたジャム原稿用の画像処理
を行っている。すなわち，破損レベルに応じて補正に強弱を付けることで，より適切な画
像処理を行っている。
【００５０】
　また，原稿の種別（文字，写真等）ごとに複数の補正条件を設けている。そして，原稿
の種別に応じて補正内容を変更している。すなわち，原稿の種別に応じて補正に強弱を付
けることで，より適切な画像処理が可能になる。
【００５１】
　なお，本実施の形態は単なる例示にすぎず，本発明を何ら限定するものではない。した
がって本発明は当然に，その要旨を逸脱しない範囲内で種々の改良，変形が可能である。
例えば，複合機に限らず，複写機，スキャナ，ＦＡＸ等，画像読み取り機能を備えるもの
であれば適用可能である。
【００５２】
　また，実施の形態では，ジャム原稿の枚数をユーザによる手動入力としているが，ジャ
ム原稿の枚数が判別できるものであれば，自動決定してもよい。例えば，ＡＤＦ２２の搬
送路２２３内に複数のセンサを配置し，ジャム発生時に搬送路２２３内に取り残された原
稿枚数を取得し，その原稿枚数をジャム原稿の枚数を自動決定してもよい。
【００５３】
　また，実施の形態では，ジャム発生時にそれまでに読み取った画像データが保存されて
おり，ジャム解除後ではジャム原稿から読み取りが行われることになっているが，これに
限るものではない。例えば，ジャム発生時にそれまでに読み取った画像データが保存され
ないような装置では，搬送再開時にジャム原稿のページ番号を入力し，すべての原稿を再
度読み取り，入力されたページ番号のページにおいてジャム原稿用の画質補正を行うよう
にしてもよい。つまり，ジャム原稿の決定をページ番号によって行ってもよい。
【００５４】
　また，実施の形態では，ＡＤＦ２２を利用したコピー処理の一連の動作中に，ジャム原
稿の補正を行っているが，これに限るものではない。すなわち，ＡＤＦを備えていない画
像読取装置であっても本発明を適用できる。例えば，画像読取装置に，破損した原稿を読
み取る破損原稿モードを設ける。そして，破損原稿モードを設定した場合には，補正強度
を入力し，フラットベッド方式による原稿読み取り後に破損原稿用の補正を行うとしても
よい。つまり，ジャム原稿の決定を動作モードによって行ってもよい。
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【００５５】
　また，実施の形態では，ＣＰＵ３１にてすべての画像処理を行っているが，これに限る
ものではない。例えば，ＣＰＵ３１からの指示に従い，ＡＳＩＣ３５において，補正条件
に基づく画像処理を行ってもよい。この場合，ＡＳＩＣ３５に，ガンマ補正処理部，エッ
ジ検出部，及び強調・平滑フィルタ部を備えることになる。
【００５６】
　また，ジャム原稿であるか否かの決定を，スキャナ部２１において読み取った画像デー
タの内容に基づいて，ＣＰＵ３１が自動で行ってもよい。この場合，例えば，スキャナ部
２１において読み取った画像処理前の画像データを一旦ＲＡＭ３３に記憶しておく。そし
て，画像処理前の画像データに対して，所定の補正条件に基づく画像処理を施すことによ
り，折れ曲がりや皺を強調させることにより，元原稿に破損があるか否かをＣＰＵ３１が
判断する。ＣＰＵ３１が，元原稿に破損があると判断した場合には，ジャム原稿用の補正
条件に基づく画像処理を施す。なお，ＣＰＵ３１による，元原稿に破損があるか否かの判
断は，ジャム解除後に，原稿の読み取りを再開した場合，その再開したページ以降の全て
の原稿に対して行ってもよく，所定のページ数分だけ行ってもよい。さらに，破損原稿で
はないと判断された以降は，元原稿に破損があるか否かの判断を行わないようにしてもよ
い。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】実施の形態にかかる複合機の外観を示す図である。
【図２】複合機の画像読取部の構成を示す断面図である。
【図３】実施の形態にかかる複合機の電気的構成を示すブロック図である。
【図４】実施の形態における複合機のスキャン処理の手順を示すフローチャート（その１
）である。
【図５】実施の形態における複合機のスキャン処理の手順を示すフローチャート（その２
）である。
【図６】実施の形態における複合機のスキャン処理の手順を示すフローチャート（その３
）である。
【図７】実施の形態における各種設定入力受付時の表示部の表示例を示す図である。
【図８】実施の形態におけるスキャン正常動作中での表示部の表示例を示す図である。
【図９】実施の形態におけるジャム発生検出時の表示部の表示例を示す図である。
【図１０】実施の形態におけるスキャン処理再開の問い合わせ時の表示部の表示例を示す
図である。
【図１１】実施の形態におけるジャム原稿枚数の問い合わせ時の表示部の表示例を示す図
である。
【図１２】実施の形態における補正強度の問い合わせ時の表示部の表示例を示す図である
。
【図１３】画像処理の補正内容の例を示す図である。
【図１４】ガンマ補正の入力値と出力値との関係の例を示す図である。
【図１５】エッジ検出フィルタの例（水平方向）を示す図である。
【図１６】エッジ検出フィルタの例（垂直方向）を示す図である。
【図１７】強調フィルタの例（補正強度：弱）を示す図である。
【図１８】強調フィルタの例（補正強度：強）を示す図である。
【図１９】平滑フィルタの例（補正強度：弱）を示す図である。
【図２０】平滑フィルタの例（補正強度：強）を示す図である。
【符号の説明】
【００５８】
１０　　画像形成部
２０　　画像読取部
２１　　スキャナ部
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２２　　ＡＤＦ
２３　　ＡＤＦガラス
２４　　ＦＤガラス
２５　　イメージセンサ
３０　　制御装置
４０　　表示部
４１　　ボタン群
１００　複合機

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図８】
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【図１３】 【図１４】



(14) JP 2010-28544 A 2010.2.4

【図１５】
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